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生活の中で見通しを持つことが、数学的思考に与える影響（神月）
Ⅰ　問題
1　PISA2012 の調査結果から
国立教育政策研究所（2013）のまとめた経済協力開発機構（Organization for Economic Co-operation 
and Development、以下 OECDと略記）が進めている PISA（Programme for International Student 
Assessment）と呼ばれる国際的な学習到達度に関する調査結果によると、就学前に 1年以上教育を幼
稚園・保育所で受けた子どもの方が、受けていない子どもに比べて、数学的リテラシーの得点が有意
であることが報告されている。このことは、数学的リテラシーが就学前教育との相関があることを示
しており、就学前教育の何かが、数学的リテラシーの何かに影響を与えているものと推測できる。
ここでの数学的リテラシーは、いわゆる大学や高校での受験での数学という科目の出題内容ではな
く、「数学が世界で果たす役割を見つけ、理解し、現在及び将来の個人の生活、職業生活、友人や家
族や親族との社会生活、建設的で関心を持った思慮深い市民としての生活において確実な数学的根拠
に基づき判断を行い、数学に携わる能力」であると PISA2009ではしている。すなわち、計算や答え
を求める学習ではなく、数学を生活でどのように生かすかが大きなポイントとなっている。
その意味においても、就学前教育との関わりは非常に興味深く、幼稚園教育における 5つの領域「健
康」「人間関係」「環境」「言語」「表現」との関わりを考えることは、有意義であると考える。
2　小学校の学習指導要領における算数
小学校の学習指導要領（文部科学省、2008）では、算数の目標を以下のようにしている。
　 　算数的活動を通して、数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、日常
の事象について見通しをもち筋道を立てて考え、表現する能力を育てるとともに、算数的活動の
楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。
学習指導要領においても、生活に生かすことや、処理のよさに気づくことに重きが置かれており、
計算や図形処理など、問題を解くことや答えを出すことは、目標の中にはあまり触れられておらず、
むしろ、「日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え、表現する能力を育て」ようとしている。
東尾（2015）は、幼児保育と小学校算数の連続性の中で研究を進め、算数的活動を 7つの行動に分
類し考察を行った。その結果から、算数的活動として取り上げたどの行動も「学びの連続性」という
視点では重要であるが、特に幼児期の「保育」と小学校「算数」の連携の視点の 1つとして「数える」「く
らべる」の行動が注目に値することを見出すことができた。幼児期の「保育」で、「数える」「くらべる」
という数学的体験を積み重ねること、小学校「算数」では、その数学的体験と結びつけながら数学的
生活の中で見通しを持つことが、数学的思考に与える影響
― 算数的活動を通して ―
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概念として獲得させることが重要であると考える。その数学的体験はワークシートなどで行うのでは
なく、実際の生活場面、例えば、クラスの友だちの出席数調べなどを例にとり、数学的概念獲得の重
要性を示唆した。
このように数えたり、ものの数や量を比べたりする時に、見通しを持ち筋道を立てて考えることは
数学的概念の獲得につながることが示唆されている。
3　算数の好き嫌い
しかしながら、本学の女子大学生では、算数が嫌いという学生が多く見受けられる。崎野（2013）
の調査によると、算数・数学の好き嫌いは、好きは楽しくて好き、であるが、嫌いはそのものが嫌い
というよりは、教室・教師・授業の雰囲気・感情的に嫌いであることが示唆された。このことは、授
業の進め方や教師の態度により、算数・数学での嗜好に差が出ていることを示している。
今井・愛須（2011）は、算数・数学の好き嫌いは学年によって差があることを示したが、その度合
いは学年によって嫌いの度合いが進行しているものの比例的なものではないことを明らかにし、また、
男女差があり女子の方が嫌いの数が多いことや、低学年では、算数の学習がおもしろいと思うときに
ついての質問には、教材内容をあげる児童が多く、高学年では、逆に、算数の学習がいやだと思うと
きについての質問に、教材内容をあげる児童が多いことを明らかにしている。
北村・森田・松田（2003）は、児童が算数の学習について持っている意識を、「意欲・好感度」、「理
解度」、「肯定的算数観」、「教師援助」、「競争的算数観」の 5つの因子に分類し、意欲・好感度に大き
な影響を与える因子が ,理解度と肯定的算数観であることが明らかにした上で、子どもたちが算数を
学ぶことに意義を見出し、高い学習意欲を保持するに、学んだことが理解できると同程度に算数につ
いての学習観が強く関係していることを明らかにしている。
これらのことから、算数の好き嫌いには、学習の理解だけでなく、進め方、教材内容、学習観など
が密接に関係しており、自ら学ぶ姿勢の形成が必要であることがわかる。
4　主体的に算数を学ぶ
文部科学省の学習指導要領では、「生きる力」の中に主体的に学ぶことが記されており、最近では
それをアクティブラーニングという教育方法で実践するよう、求められている。
橋本・大坂・笠原・日下部・高橋・宮森・村山（2011）は、子どもが主体的に算数的活動・数学的
活動に取り組むことが必要であると考え、数学的モデル化の過程に現れる数学的な考え方に着目し、
「困難を感じさせるための教材開発の視点」と「見通しをもたせるための教師の手立て」を考え、授
業実践を行い、それらの有効性の検証と授業への示唆を得ている。
西村（2012）は、1998年から学習指導要領の中に位置づけられている「算数的活動」をとらえ、主
体的に活動することにより、算数的活動を基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身につけたり、思
考力、判断力、表現力を高めたり、算数を学ぶことの楽しさや意義を実感したりするために重要な役
割を果たすものであるとしている。
黒崎（2015）は、主体的、協働的な学びを推進するアクティブラーニング型の算数指導を探究し、
批判的思考力・論理的思考力をはぐくむ新しい算数指導の在り方を検討している。そこでは、アクティ
ブラーニングに基づく算数的活動を核にした授業改善では、生成された考えを安易に無批判的に受け
入れることをやめ、思考を刺激するつまずきや誤答も取り上げて、根拠や妥当性、論理の整合性を明
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確にして、新しい学びを主体的、協働的に反省的授業を構成することが重要であるとしている。さらに、
全国学力学習状況調査（2015）をみる限りカリキュラム通りの算数授業は実現の道半ばであり、算数
への関心・意欲は依然として課題があり、根拠をもって自分の考えを構成し、説明することも課題が
みられるとしている。
すなわち、文言には算数的活動をコアとして、主体的に学び、アクティブラーニングを展開するよ
うにされてはいるものの、まだその半ばであり、学ぶ環境が整っていないものと考えられる。
5　算数的活動
現在、算数科の指導ではコアになっている算数的活動とはどのようなものであろうか。
現行の学習指導要領においては、指導計画の作成について、「算数的活動は、基礎的・基本的な知
識及び技能を確実に身に付けたり、思考力、判断力、表現力等を高めたり、算数を学ぶことの楽しさ
や意義を実感したりするために、重要な役割を果たすものであることから、各学年の内容の「A数と
計算」、「B量と測定」、「C図形」及び「D数量関係」に示す事項については、算数的活動を通して指
導するようにすること」としており、指導のコアであることがうかがえる。
鎌田・添田（2013）は、算数的活動を取り入れることによって、以下のように算数科の授業を改善
することができると述べている。
①児童の活動を中心とした主体的なものにする。
②児童にとって楽しいものとする。
③児童にとって分かりやすいものとする。
④児童にとって感動のあるものとする。
⑤創造的・発展的なものとする。
⑥日常生活や自然現象と結びついたものとする。
⑦他教科、総合的な学習の時間等と関連させる活動を構想しやすくする。
このことは、算数嫌いを少なくする可能性を含んでおり、改善が期待できるが、現状では、ここま
で広げて算数的活動を取り入れている教育現場は少ないと考えられる。
6　見通しを持ち、筋道を立てて考える
ここまで見てきたように、現在は算数科の目標である「見通しを持ち、筋道を立てて考える」こと
をアクティブラーニングなどの最新の教育方法も入れながら、算数的活動として生活に密着した形で
その力を定着させようとしているものの、カリキュラムとしても未整備であり、さらに、受験などか
ら目的からそれた形の数学教育が行われており、その結果、教材内容ではない、環境や教師の態度な
どから、好き嫌いが生まれ、結果的に算数数学の力が育っていない面があることがわかってきた。
Ⅱ　研究の目的
数学的概念である「見通しを持ち、筋道を立てて考える」ことを促進するために、また、嫌いにな
らないために必要なことを、文献から研究し、発達年齢に合わせた指導方法を考える。
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Ⅲ　具体的指導方法および実践
1　幼児教育との関連
前述の東尾（2015）は、保育内容の「環境」の中での数や量の取扱いから、小学校との連続性が可
能であることを述べている。
幼稚園教育要領（2008）では、保育内容「環境」の内容で、「（8）日常生活の中で数量や図形など
に関心をもつ。」ことが記されており、内容の取扱いの中で、「数量や文字などに関しては、日常生活
の中で幼児自身の必要感に基づく体験を大切にし、数量や文字などに関する興味や関心、感覚が養わ
れるようにすること」が記されている。
ここでは「必要感に基づく体験」を大切にすることが記されていることから次のような実践例が考
えられる。
①　友だちの欠席調べ
②　給食などを均等に分ける
③　道具やおもちゃを整理する
④　カレンダーの作成や日付・曜日の確認
⑤　時刻の確認
⑥　園庭での整列
このように、数や量については、日常生活にあふれており、体験活動や日々の生活の中で、少し意
識することにより、数学的感覚を養うことが可能になる。
また「人間関係」においても、内容の取扱いの「（3）　幼児が互いにかかわりを深め、協同して遊
ぶようになるため、自ら行動する力を育てるようにするとともに、他の幼児と試行錯誤しながら活動
を展開する楽しさや共通の目的が実現する喜びを味わうことができるようにすること」から、自分の
行動が他人にどのような影響を及ぼすかを考えるようになることは、自分の行動に対して将来を予見
し、すなわち筋道を立て見通しを持って行動することになり、ある意味での数学的な感覚を養うこと
になるであろう。
筆者は、算数に対して直接的な「環境」も重要な数学的感覚を養う場面であるとは考えるが、この
ような「人間関係」によって、数学的感覚の素養を身につけると考える。それは PISA2012の結果が
示している「就学前教育を受けた方が、数学的リテラシーの得点が高い」ことの原因であり、保育内
容「環境」で養うことのできる数学的な力は、自宅でも養うことができるものもあるが、「人間関係」
は自宅ではなく、園に行くことによって新たな人間関係の中で生まれてくるものであると考察してい
る。
2　小学校教育での関連
小学校ではすでに算数的活動が行われており、本来であれば、その効果が表れるころであるが、逆
に算数嫌いな子どもたちが増える傾向にあると感じている。新聞記事などでは、保護者の責任である
かのように言われるものもあるが、それだけではなく、むしろ、小学校での授業にあると考えられる。
前述のように、主体性を持たせる教材や、アクティブラーニングのような教育方法を用いることで
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改善できる可能性がある。
3　小学校での授業の指導案
このような観点を入れた指導案を提案したい。
現在、本学で心理学基礎演習の教材の一部として過去 3年間行っているものであるが、これは筆者
が中学校教諭として勤務中に中学校 2年生の教材として開発したものである。当時この単元は中学校
の単元であったが、移行処置がなされ、小学校 5年生の範囲となった。
単元名　校舎の高さを測ろう（縮図の利用）
指導時間　全 3時間
指導内容
　1時間目　 簡単な縮図を提示し、作図と計算で実際の長さを知る教材で一斉指導を行う。この際に、
三角形（直角三角形）が一つに決まる条件なども復習しておく。
　2時間目　 一斉指導の方法を利用し、実際に校舎の高さを測ることを予告する。そのためにどの
ようにすれば縮図が描けるかなどをグループで相談する。
　3時間目　 グループで協力して、校舎の高さを測れるようにデータを集める。集めたデータから
算出し、実際の高さにあうか検討する。
図形や測量であると、主体的に算数的活動をすすめることが可能になり、またこの教材であると、
見通しを立ててデータの収集を行う必要があり、筋道を立てて考える必要性も出てくる。
実際に本学 1年生の感想から考察すると「おもしろかった」「もっとやりたい」という意見も出て
きているが、「面倒である」「あまりやりたくない」という意見もあった。すでに算数嫌いの学生には、
どのような教材であっても、難しいなどの意識が生まれてしまうようである。
グループでの話し合い活動により、主体的に取り組む必要があり、アクティブラーニングの手法を
取り入れた形にはなっているが、大学生であるとすでに人間関係で苦しんでいる学生もいるので、活
動で難しい面も見受けられた。しかし、幼児期の人間関係はうまくできるのならば、この活動はやり
やすいものになると思われる。
Ⅳ　まとめ
過去の文献からは、算数的活動の重要性や、教育方法などの示唆があることがわかった。また「筋
道を立て、見通しを持って考える」ことが算数・数学によって重要であり、それは、机上だけでなく、
生活のすべての場面で応用のきくことであることが示唆された。
今回は実証研究に発展させていないので、授業の開発とその授業による検証をすることが今後の課
題である。
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